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2005 年 5 月から 2010 年 4 月までの間に浜松医科大学医学部附属病院で出生した新生児連
続 2067 例に対し、日齢 0～4(生後平均 2.7±1.0 日)に心臓超音波検査を行い CHD の発生頻度
を調査した。超音波検査機器は東芝 Nemio30(Toshiba Medical Systems Inc, Japan)または
PHILIPS HD11XE (Philips Medical Systems, Andover, MA, USA)を使用し、8-MHz トランスデ
ューサーを選択した。心臓超音波検査は傍胸骨・胸骨下・剣状突起下・心尖部の各断面に




の有無、侵襲的治療介入施行の有無に区分した。2 群間の比較には t 検定を用いて解析した。 
［結果］ 
2067 例中 104 例が CHD と診断され(CHD 群)、CHD 発生頻度は 1000 人当たり 50.3 人と算
出された。CHD を認めない群(1963 例)との比較では、CHD 群では有意に女児が多く(p=0.011)、
早産児の割合が高く(p=0.023)、出生時低体重の傾向を認めた(p=0.003)。また CHD 群では
Apgar score は有意に低値であり(p＜0.0001)、染色体・遺伝子異常合併例を多く認めた(p＜
0.0001)。CHD の内訳としては心室中隔欠損(VSD)が 54 例(51.9%)、動脈管開存(PDA)が 21
例(20.2%)と多数を占めた。侵襲的治療介入例は 20 例(19.2%)、病変部残存は 25 例(33.7%)、
自然治癒は 47 例(45.2%)、死亡は 2 例(1.9%)であった。侵襲的治療介入 20 例の内訳は VSD(5
例)や房室中隔欠損(2 例)に加えファロー四徴(2 例)や完全大血管転位(2 例)といったチアノー
ゼ性心疾患が多数を占めた。自然治癒 47 例の内訳は VSD が 27 例、PDA が 19 例、肺動脈
弁狭窄が 1 例であった。死亡した 2 例はそれぞれ VSD と総肺静脈還流異常であり、いずれ
も 18 トリソミーを基礎疾患に有していた。CHD 患者 104 例中 65 例は初回心臓超音波検査
 87
時に無症状であったが、このうち 5 例に対しては手術治療が必要であった。最終的に症状
を有する、あるいは侵襲的治療介入を必要とした CHD 患者は 44 例(42.3%)で 1000 人当たり
21.3 人、無症状あるいは侵襲的治療介入を必要としない患者は 60 例(57.7%)で 1000 人当た




音波検査を行った大規模な報告はない。CHD の発生頻度については従来 1000 人当たり 4～
13 人とされていたが、本研究では 1000 人当たり 50.3 人とこれまでの報告に比べ高いこと
が確認された。CHD 症例のうち筋性部 VSD と PDA が多数を占めており、そのほとんどが
無症状で自然治癒を認めた。これらの症例は過去の調査では検出されなかった可能性があ
り、今回の調査における高い CHD 発生頻度の要因と考えられた。CHD の発生頻度を 1000
人当たり 50 人と推測した過去の報告では、筋性部 VSD や大動脈二尖弁、心雑音を伴わな
い PDA がその要因に挙げられるとしており、今回の調査ではそれを支持する結果が確認さ
れた。一方症状を有する、あるいは侵襲的治療介入を必要とした症例は 1000 人当たり 21.3












申請者らは、本研究で 2005 年 5 月から 2010 年 4 月までの間に浜松医科大学医学部附属病
院で出生した新生児連続 2067 例(男児 1087 例、女児 980 例)に対し、日齢 0〜4(生後平均
2.7±1.0 日)に心臓超音波検査を実施し、CHD の有病率を調査した。CHD 有病率は 1000 人当
たり 50.3 人と算出され、非 CHD 群(1963 例)と比較し、CHD 群(104 例)では女児、早産児の
割合が高く、出生体重の低下を認めた。CHD 群では Apgar score は低値であり、染色体・遺
伝子異常合併例を多く認めた。CHD 患者 104 例中 65 例は初回心臓超音波検査時に無症状で
あったが、このうち 5 例に対しては手術治療が必要であった。最終的に症状を有する、あ
るいは侵襲的治療介入を必要とした CHD 患者は 44 例(42.3%)で 1000 人当たり 21.3 人、無
症状あるいは侵襲的治療介入を必要としない患者は 60 例(57.7%)で 1000 人当たり 29.0 人と
算出された。 
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